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研究成果概要 

2022 年度は、CTA 小口径望遠鏡用 SiPM の仕様、および SiPM とそのバイアス回路

を搭載する電子基板の設計を最終決定した。SiPM の温度上昇を極力抑制するために、

電子基板にヒートシンクを熱伝導性の樹脂で接着する構造を採用し、電子基板も

1 W/m/K 以上の熱伝導性を有する基板素材を採用した。最終設計の SiPM モジュールを

小口径望遠鏡初号機用カメラ 1 台分プラススペアで 50 モジュール発注した。(1 モジュ

ールあたり 64 個の SiPM を搭載するので、合わせて 3,200 個の SiPM に相当する。) 熱

伝導性基板の納期が長かったため、SiPM モジュールの納期が半年ほど遅れることにな

った。 

また、並行して納入された SiPM モジュールの一部について加速劣化試験をするため

の準備をした。加速劣化試験では、高湿度、高温環境下で、高電流による加速試験を実

施することで、インファント･モータリティ･レートや、その寿命を測定する。加速劣化

試験用の基板を試作し、予備試験を繰り返すことで、試験基板を設計した。 
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